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明治期iと於ける港湾事情と商品流通

一東北諸港報告書から見た場合一
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1. はじめに

港湾が，我が国経済lとおいて重要な役割を占めている乙とは改めていうま

でもない。

我が国港湾の立地をみると東西lζ細長く延びた海岸線に位置し，多くの場

合，主要港湾のいづれも河航河川の河口部付近に立地している。乙のような

港湾も 100年を経過してきたが，乙れまでの港湾の史的研究K関する研究の

多くは，個別研究であって実態分析を見た事例は乏しい。だが寺谷氏も指摘

するように日本資本主義の成立・展開過程で港湾がどのような機能・役割を

はたし，どのような「B本的特妹性」を刻印され変質していったかを分析

する ζとは重要な課題である」と述べている乙とも傾聴しなくてはならない。

さしあたり，小稿は，我が国港湾の史的考察の視点から商品流通の分析を

中心にして，港湾がどのように変化をとげ，東北諸港の港湾とどのような関

係があったかを考察するものである 0{2) 

乙の場合，商品流通の問題は個別事例の研究はもとより，それ以上iζ総合

的な研究が必要であると思われる。今回は特iζ明治期の東北諸港のみに限定

し，西南諸港については次回に期したし、と思う。
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小稿ではそのような課題設定K対し， 「東北諸港報告書J「府県統計書J

「大日本港湾統計」等によって商品流通の実態を見る乙とにしたの以上の諸点

をふまえ，以下にわたってまず，港湾と商品流通の関係について簡単に概観

しておきたい。

注（1) 寺谷武明「日本港湾史序説」はしがきp.1 

(2) さしあたり，本稿との関連でいえは＼山口和雄「明治前期の経済分析」。

古島・安藤編日本史叢書「流通史H」などを指摘してお乙う。

1. 港湾と商品流通の展開

日本の幕藩制社会の商品流通の発展は， 貢祖米移出を中心にした水運に負

う所が大きい。

なかでも港湾は，年貢米の移出場としての接点とされ，例外なく遡航終点、

近くに立地し諸々の内陸水道の輸送物資のターミナJレの役割を演じできた。

だが，幕藩制社会を市場経済と規定するとき，単なる貢租米のみならずあ

らゆる財貨の地域間輸送が問題となる。 しかし 経済近代化の前提条件と

しては，社会的間接資本の充実が重視され， また市場経済を促進していくた

めには，港湾，交通の発展はその指標として特に重要視された｛~従って，港
湾の経済社会iζ果した意義は極めて大きいといえる。

それ故，幕藩制社会lとおいては，各諸務が乙ぞって港湾の改修，整備lと力

を注いだ乙とは，多くの事例によっても明らかである。｛21ちなみに，海保育陵

も「新懇談Jの中で，港湾整備の必要な乙とを力説している点をみても，港

湾の重要性が明らかである。

さて，明治維新による幕藩体制の解体は従来の領主的商品流通iと大きな変

化を与えるとともに港湾の整備の必要性をますます強くした。

即ち，各藩蔵屋敷を中心にした商品流通や年貢諸物品の輸送は消滅し，地

租改正による金納化は，従来の商品流通を完全lζ払拭した。乙うして維新以

後の商品流通は，独立して展開される近代的商品流通の性格を備えるに至っ

Tこ。

もとより資本主義経済の発達は，商品流通を量的に拡大し，また質的にも
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資本制的商品の増加がはかられ，それらの多くは，海上輸送手段の近代的発

展を促がし，それに伴なう港湾の改修と整備を促進させた。

では，海上輸送の起点となる港湾はどのような発展をとげていったのであ

ろうか。

幕藩制社会における港湾は 前述のように改修・整備などが試みられ，わ

ずかに発達はしたものの船舶の近代化にすぐ線対拠できるものではなかった。

まして港湾の状態については いつれも停泊できるものではなかった0(4¥ 

改めるまでもなく ，我が国は資本主義経済の確立をはかるため「富国強兵J

「殖産興業」のスローガンを掲げ強力lζ押進めた乙とは周知のとおりである。

乙のように「万国対崎Jのため「富国強兵Jをはかるべく ，西欧的近代経

済の発達を指向するのであるが，その意味においては近代産業の導入発達政

策は，民業中心の施策にそ．の主力を注ぐべきである。だカj実際lζは維新当初

から宮営による近代産業の導入を急速に進め国家の主導権によると ζろが大

きい。

明治初年の港湾建設についても例外でなく維新政府が積極的に御雇い外人

を招へいし，あい次いで港湾の建設を実施した乙ともその現れである。

何故なら，近代港湾建設に必要な資本，意欲が民聞において動員し得ず，

専ら資本形成iζ動員した主体者は，政府によるそれが，大きな比重を占め，

少なくとも明治10年代までは，政府がその主体者とならざるを得なかったの

である。以上の明治前期の諸政策についての政府の役割については多くの研

究者が指摘していると乙ろである（~）だが乙の事実は当時の我が国のおかれた
経済社会的諸事情を充分に考慮する必要があろう。

では，当時の商品流通の形態はどのようであったか。港湾との相互関係に

ついて簡単K言及してお乙う。

明治初年から10年代にかけて展開された殖産興業政策の中で，交通・運輸

政策は最も基本的なものと考えられていた。なかでも鉄道はその中心とされ

たが資金源の欠乏などで建設はなかなか進まなかっfこ：）従って明治前半期に

おける商品流通は，既存の河川舟運等，内陸水還がその中心となった。すな

わち，内陸水運は米穀をはじめ諸物資を大量に輸送する手段として効率的か
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つ，海陸双方の連絡役として重要な継ぎ手となったからに他ならなし、。鉄道

の影響が極めて少なかった時期において，内陸水運の役割は商品流通の面に

おいてし、かiζ重要な交通，輸送手段であったかが知り得る。

むしろ，鉄道，汽船等の近代的運輸機闘が我固に寄与するのは，明治20年

代以降の乙とである。

ところで， 我国の本格的港湾築港が開始されるのは，明治22年の繊浜築港

を以って初めとされる。181

その後，日清戦争前後から修築工事が活発化を呈するのである。乙の時期

にあっては，鉄道事業の勃興，海運， 貿易の著る しい発展を示すのである。

かような，産業革命の急速な進展にもかかわらず，港湾の状態は低かった。

当時の農商務省次官であった前田正名は，明治25年lζおいてなお，次の所見

を発表している点は注目したし、。（9）「我国／港湾ー卜シテ～略～ 是レ唯ダ資

金／出所ナキカ、為メ……漁夫船客財産卜生命トヲ挙ゲテー沫／水泡ニ帰セシ

ムルモノ亦頗ル大ナリJと当時の港湾の不備な状況を知ることができる。

少なくとも，明治前半期に於ける港湾の諸工事の大半は，いわゆる応急施設

にすぎないものであったからに他ならなし、。

こうした状況であるにもかかわらず，明治20年代に入ると維新期以来の経

済変動もやがて安定化に向い，全国市場が形成され商品取引量の増大がはか

られるようになった。

それとともに，海運業の近代化によるところの船舶の大型化は積荷量の増大

を可能とし輸送の鉱大化をもたらせた。また，河川の流域別に分散していた市

場は西洋型帆船から蒸気船への船舶近代化の中で，汽船の航路を中心とした

港所在の都市を拠点とした港湾都市を中心に，市場ブロックに統合され多く

の中継港が全国市場の窓口としてのかなめとなったので、ある。その意味では，

明治20年代を中心にして，全国的流通を表現している港湾の役割は大きいと

いえよう。又同じく，和船一西洋型帆船へ，さらに西洋型帆船一蒸汽船への

転換は，港湾ならび商品流通に大きな影響を与えたことは否定できない。

むしろ，海運業の近代化への脱皮は，港湾の改修築等を急務とさせ，維新

政府の積極的な港湾施設への国家投資が急激に動きはじめるてこの役割を演
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じたので、ある。

さて，日清戦争後の飛躍的発展をへて， 明治30年前後iζ産業革命が達成さ

れ，産業資本の確立がもたらされたのであるが，日清戦争lζ際しての軍事的

輸送ならびに戦後経済界の好況は鉄道事業を勃興させるとともに，海運業，

貿易の著る しい発展を示した。ω

ζ うした交通と貿易の発展は，当然港湾整備を急務とし，積極的な投資を行

っている。 （表・港湾事業費の推移，省略，編集委員会）

ζれらは，日清戦争後の資本主義の発展，軍事的対立の激化に対応して，政

府がその所管する「社会資本Jの充実を行ったものである。
ω 

ζうして日本資本主義の体制的基健は軍備の拡大と社会資本の拡充（港湾

投資を含めて）を基盤として据えられたのである。したがって，特κ港湾へ

の財政投資による築港整備は，当然行政，管理にも国家が主導権をもって行

った乙とを意味している。u-0

さて，明治後期lζ入ると39年西国寺内閣lとよる鉄道固有化問題が精力的iと

論議され，その結着がつけられた後，原敬は西園寺内閣に「港湾ニ関スル制

度調査ノ件」を「亥IJ下最も緊要ナル時務ノーニ属スJ駒として提出している。

乙乙において港湾調査会が成立し港湾iζ対するヨリ統一的な調査を開始した

のである。すなわち，我が国では「従来港湾lζ対する国家の方針未決定」闘の
『1J

ため，我が国の各地の港湾について「大九ノ等級」を決めておく必要があっ

たのである。
ω 

かくして，港湾問題は「重要港湾／撰定」の原案が 港湾調査会ICよって諮

問され，乙乙において 「重要卜認ムヘキ港湾」帥として14港湾が決定したので

ある。”

その概要は以下のとおりである。ω

(1）横浜，神戸，関門，敦賀の4港を第一種重要港湾とする。第一種重要港

湾は国が建設及び管理を行ない，その費用の一部を関係地方公共団体の負

担とする。 （修築iζ対する地方負担の割合は港iとより一様ではなかったが，

埠頭施設で最高見程度であった。）

(2) 大阪，東京，長崎，青森，新潟等10港を第二種重要港湾とする。第二種
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重要港湾は地方公共団体において経営し，国は，場合により，相当の補助

をする。 （修築に対する国の補助率は，%が標準であった。）

(3) その他の港湾は，関係する地方公共団体の独力経営に委ねる。 （第三種

港湾）

乙うして乙の方針にしたがって重要港湾各地の整備計画が立案され，大規

模な港湾工事が次々と着手され 長らく我が国港湾行政の基本方針となった。

ちなみに，東北諸港は第二穂，第三種港湾である。以上のように我が国港

湾と商品流通の過程は展開 してきた。

それならば，以上の展開過程で，東北地方の港湾はどのような役割を負わ

されたのか，とりわけ商品流通との関連はどのようであったのか等について

考察する前K，その場合の資料の利用はどのようなものであるか，について

若干言及しておきたい。

注 (1) 江見康一， 寝野谷編「日本経済編」pg

(2) 土木学会編「明治前日本土木史」 P320～380 間警には，各藩の港湾改修

についての記述が多く見いだせる。以下はその例である。

※津軽薄寛永3年 （1626)4月，家臣森山弥七郎を外浜中奉行に任じ，青

森港を関かせ3年にして完成，同11年3月22日，外航船の碇泊を同港に限

定。（仙台藩以下17例を省略。編集委員会〉

(3) 日本思想体系 「本多手IJ明・海保育陵J44巻所収論文を参照せよ。

(4）「横浜市史J第2巻 P279及び「神戸築港問題沿革史」p8～9

(5) 御麗外人については多くの文献があるが代表的なものとして尾佐竹猛「御

雇外国人一覧解題J （明治文化全集第l6巻）

(6) 乙乙では代表的な欧米研究者である。 G・c・ALLen's:A short, Economic 
History of Japan London, 1946, p 130 

問書で「l9世紀の終りに近い20～30年ICついていうかぎり，およそ日本にお

ける重要な西欧流の産業で，国家の主導力によって確立されなかったものは

ほとんどなかった」と指摘する。

中山伊知郎監訳w.w・Lockwood：「日本の経済発展」昭和33年下巻p445同書

で著者は「国家を顕著な役割の中に投入し，そして工業化の機構を生みだす
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うえでの広範な役割を与えたのだ」と指摘する。

(7) 中西健一「日本私有鉄道史研究」 p7～18

(8) 寺谷武明「日本港湾史序説」及び「倹浜市史」同著者「港湾編」参照

(9) 前田正名「興業意見」上巻P245

間佐々木誠治「日本海運業の近代化」 p15～49を参照せよ。

日1l 我が国の産業資本の確立をど乙ILおくか，という乙とについては，かなり

の諸説があるとζろであるが，古くは野呂栄太郎「日本資本主義発達史」

p 84～85.山田盛太郎「日本資本主義分析」 P11，それらはいづれも， 30年

前後に展開を遂げるとしている。その他，糧自，加藤，大島編「日本資本主

義の発展 1」P53～印を参照せよ。

(12) 服部一馬「明治20年代の産業発展」 （「日本経済史大系6，近代下」）

P5頁以降

113）鈴木正幸「日本資本主義形成期の国家権力の把握のために」 （「歴史学研

究383号J) p 33 

(14) 北見俊郎「国民経済と港湾」P18以下

。。 「港湾ニ関スノレ制度調査ノ件J（「公文類楽J
(16) 「原敬日記」第2巻 P. 249 

間 「速記録」第一号 P. 4 

(18) 細回徳寿「港湾・運河編」 P.35～37 

(19) 同著 「同 上 JP. 36 

凶） 内海孝「日露戦後の港湾問題」 （「社会経済史学」47巻6号）p 22～以下

IL負うと乙ろが多い。

仰 「日本港湾修築史」 p25～28 

3. 諸港湾と資料検討

商品流通と港湾の状況を考察するに当ってまず関係資料について述べてお

ζう。

明治初期から中期にかけて 各個別港湾関係の全国的資料はきわめて乏し

い全国的な数字がともかくえられるのは明治後半以降のことである。

一方では， 当時発表された一般的な統計資料と して与え られているが，そ
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の大部分は明治40年以降にかぎられている。それゆえ，ある程度の断片的な

ものを利用し，それにある程度加工を加え，港湾の状況を把握する以外はな

い。とりあえず，小稿では三つの資料を提示するが，いづれも十分なものと

は言い難い，以下簡単lζ触れておくにとどめる。

まず，港湾関係と商品流通との状況把握Kついて，統計資料（統計的なも

のとは言い難いが…） 「東北諸港報告書」があげられる。

同書は，明治維新政府が，北海道を開拓する目的を以って各省と同格の開

拓使を設置し以後15年2月廃止になるまで，開拓使の事業の一環として，特

iζ官員が，東北，北陸，西南の各地域の港湾を調査した報告書である。（2)

特lζ北海道との関係を主体にし，物産の輸出入状況，その他を調査し，そ

の調査結果をA 「二府四県釆覧報文JB 「東北諸港報告書」 C, 「西南諸港

報告書」として刊行したのである。いづれも，乙れら報告書は， A,B, C 

がセットになっており，商品流通を把握するうえでいづれも貴重なものとい

える。

本稿は，時間的な制約あるいは紙幅の関係から， CB）を中心iζ検討した。

乙乙で若干， 「東北諸港報告書Jの内容についてみると，開拓使書記官小

牧昌業と小寺秀信が，明治13年5月7日～7月20日にかけて，新潟県をはじ

めとし，以下，山形・秋田・ 青森・岩手・宮城・茨城の7県の港湾調査を実

施する。（3)

だが，注目すべきは，乙のような短期間によく総括的に調査が実施整理さ

れた点にあるといえる。だが「報告書Jが作成された段階は明治政府の経済

政策がまだ着手された当初の時期で数値的なものについては疑問なしとは言

い難い。

いづれKせよ， CB）を利用すれば，明治初期の港湾別商品輸出動向，港湾

別船舶出入，港勢などの状況把握が，可能になる。

しかし再度繰返せば少なからず不十分である乙とは否めない。だが，（A)

cc）の両資料lζ依拠すれば 明治初年における内陸諸港に関する全国展望も
可能になると思う。

次l乙，明治中期においての資料は， 「府県統計書」の利用である。
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同書は，大日本帝国港湾統計が出揃う明治30年代後半までの本統計書の意

義は大きい（~

さて，府県統計書所収の事項をみると，大きく分けて以下のようになる。

1. 海運iζ関するもの， 2 鉄道輸送関係統計， 3. 路面輸送に関する統

計，4. 各府県の主要特別移出入調査である。

本稿では， lを利用したが，それを更に小類すると， ①港湾別移出入額と

商品別内訳，②港湾別船舶出人数，①都市別船籍統計などがある。いつれも

各年次，各県によって所収統計の掲載様式や組組の差が著るしく大きいなど，

かならずしも網羅的ではないが 一応我慢しなければならぬ／ 先に触れた

ように10年代から30年代にかけての分析Kついては同統計書に負うと乙ろが

非常に大きいといわねばならない。

さて，次の利用データは，明治後期を対象とした「大日本港湾統計」であ

る？
明治39年，内務省土木局は，河川道路港湾の調査を何度か試み，それらは

臨時調査であったが，以後も維続して調査を実施する乙とになり，明治41年

訓令第9号iとより，内務報告会の様式lζ則った地方庁IC::基いて， 「大日本帝

国港湾統計」が上梓されたのである。

しかし，各道府県lζ遡って， 39,40年の報告も提出せしめ，まず「明治三

十九年，明治四十年日本帝国港湾統計（前編） Jが43年K，中編が，翌44年

には後編が刊行正された。

後編においては，改めて全港湾を対象IC::，出入船舶総数，出入商船，出入

漁船又は避難船，商船噸数階級別，輸出入品価額総数などを網羅しており，

詳細な統計である点は，商品の圏内流通，海上交通の研究，港湾事情などに

は欠く乙とのできない資料であるといえよう。

以上，主要データについて簡単に言及したが，明治期の港湾関係iと関する

考察は，資料的制約が大きし、。しかも「組漏／調査」が多く，数字だけでは

十分というわけにはし、かない。

いづれにせよ，前置きはそのぐらいにして港湾と商品流通の関係を問題に

設定すれば，上掲の資料iとより実態把握ができるものと思われる。
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以下，その事例として，各県別，新潟，山形，秋田， 青森，岩手，宮城，

茨城の港湾の個別実態を 「諸港報告書Jからアプローチしてみよう。

注 (1) 開拓使「開拓使臼記」明治2年より10年。大蔵省「開拓使事業報告・全5

巻」

(2) 大蔵省「開拓使事業報告」 第3巻IC間報告書が所収されている。

(3) 「東北諸港報告書JKは，開拓使書記官の調査日程が記載されている。

明治13年 5月7日 東京発

5月10日新潟県高田着 石油会社視察

5月11日直江津着 同港調査

(5月12日以降，7月20日までの行程省略，編集委員会）

(4) 同統計書の発刊の意義については「近代日本商品流通史」第4巻解題参照

(5) 「大日本帝国港湾統計」の沿革については「前掲書」第6巻解題参照

4. 事例一東北地方の港湾と商品流通

(1) 新潟県の諸港と商品流通

開拓使の港湾調査は，新潟県をもって開始されている。 「報告書Jによる

と，新潟港をはじめ，直江津，相崎，出雲崎，寺泊の五港の掲示がある。

だが，海港は新潟，直江津を中心lと廻米の移出によって発展していった。）

新潟港は幕末から明治期において内国貿易港の中心となり， 「報告書」も「北

海道ニ関シ物品輸出入盛ナル新潟港ヲ以テ第一 トス」と，北海道との交易な

盛んな状況を伝えている。だが「本邦開港場五港ノ 1ニ列シ著名タリトイエ

ドモ良港ニ非ス」と「巨船ハ港外ニ碇繋シ風波起レハ之ヲ佐渡，若クハ粟生

島ニ避クj2）とし、うのが港勢であった。
先ず，明治初期の港別輸出入状況についてみてお乙う。与えられた資料は

乏しいが，一応整理したのが表・ lである。
表・ 1 新潟県港別輸出入額

明治 10 年 明治 ll 年 明治 12 年 明治 16 年
港名

輸 出額 輸 入 額 輸 出額 輸 入額 輸出額 輸入 額 鎗 出額 輸入額

円 円 円
2.139,30円I 

円 円 円 円
新 潟 662,6鈎 701 117 1.501,536 2,556,331 2,564,037 2.011,161 2,141.217 

直江津 424,618 429.195 493,246 458,001 484,692 452,785 

伯 崎 216,339 107,510 212，おO 169,652 236,405 203 379 104.422 41,642 

出雲崎 。 ？ 。． ? 555.827 366,740 ~｛ 
寺 泊 ？ ？ 37,668 56,837 66,792 79,259 他 175.635 555句027

t十 1.203,647 1,246,822 2.244,730 2,823.791 3,900,047 3,666,200 2,291,218 2,737,886 

［備考〕 「東北諸港報告曾」18-123頁により作成す。 第4統計年鑑， 2599
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表・ lをみると ．新潟港輸出入額比率は65%～69%(12年）ともっと も多く ，

つづいて出雲崎13～14%，直江津10～12%，柏崎6～796を占めている。

ついで，商品別数量および商品輸出入額についてみる乙とKしよう。

表・ 2: ：新潟県輸出品

品名 l明 r台 10 iJo 明治 11 年 l羽 t台 12 f l~ 

｜』J 111 Pl 
米 654 ,634(JI< 956守753 715 '906（丘 1,787,623 1,080守904（表 2,645,247 
麦 6'121(主 10守908 10' 213依 18‘299 9‘050（表 18,041 

大 豆 4 44 '931俵 69守920 25 ,853(;¥i 49,298 27 ,808（表 77 '751 
豆 15,591依 25,585 14 ,254(1< 25,952 3,823（主 7,971 

IE 料 I ,213箇 22‘924 I .376筒 27 ,343 9,995筒 305,321 
錨 布 35‘136反 106,813 38,834反 125,819 36,985反 131'811 
燦 草 3,218箇 24 '504 2,611筒 16,443 1, 984箇 17、031

I酎 '1'.Ji 
dG 30.091得 j函 28,050相1 桝 92'952.j1') 
:/;l~ t"i./17 , 1 24箇 焼酎13、2211笥 焼酎42,935笛

石 i1u 16,090$白 28, 980 13. 976iri 30,045 21,9491首 69,365 
其 ｛也 32,923 136.529 600' 101 

.g. 青f 1.303,647 2,244.730 3 '900 ,047 

新潟県輸入品

i'f！， 名 H月 治 10 fl'. 明記i11 年 明 治 12 年

Pl P-J P-1 
木 品ft:

1 .154箇 45 .853 
1,585筒 3,072筒

反物類 17反 5,050反
訓告 12,209本 147,758 439町196本 1,926,456 22,836本 184.353 
古 手 1,999箇 61 ,924 2,225筒 70,203 2,105箇 66守307
金 282箇 34,985 1,374箇 204,867 

ff•k: 1,317簡 138, 650 3,073箇 528,447 
鮭 470,915本 66,686 600,640本 71,464 1,648,880本 346,600 
監 鱒 396守788本 18,260 831町386本 41, 205 1,219,274本 97 ,291 
身歓錬妹 36,089箇 63 '975 40. 788筒 72,152 126,555箇 327,443 
皿院と 414 '343（表 166 '667 268 ,094(;¥i 141, 104 369 ,330（表 295 '674 
{ij、 事E 143 '216 168,491 338 ,336 

蛸l 1 1守7481臥 83' 178 9 .2131仏 141,862 8,20611人 136,947 
紙 47,109 38. 561 61, 000 
鉄 38,505 68, 190 19 ,490 

金物 ~i 36 ,815 90.429 146.401 

産 類
3,939箇

8,068筒 24,933 9町413箇 31'383 
132,910t文

材 木 知i 57, 136 33,191 3 39 ,340 
手 技物

其 f也 242 '597 579 ,061 676,650 

Aロ' 百十 l、246,822 2 ,823, 791 3町666.200

［備考｝ 鮭については明拍10年及びlill＇に長々 表記以外に 900.000本が輸入されているが代償不詳である。
監鱒についても島記以外に明治10年600.000卒、 II 年450.000本が輸入されているが代償不J手である。
身触械についてはll.ll'.の外にllJI拍10年40.000筒、 ll年47.000箇が愉人され、代flt不詳である。
fJ![北Jr.港報告書」 18fH23Aにより作成す 。
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「東北諸港報告書Jの五港を新潟県全体の輸出入港と仮定した場合の輸出入

品を整理したものがP 表・ 2である。

乙れら輸入品目のうち最大の輸入額をしめすのは 木綿反物類・綿・古手・

金巾などの衣類品関係である。明治10年の輸入額は 255,000円余と総輸入額

の25%，翌日年には58%に， 12年iζは104,9000円余と31%を占めている。

なお， 11～12年にかけて唐紙，金巾などの外国品が輸入されている乙とは

注目すべきであろう。さらに， 北海道の水産物（鮭，身欠鯨）なども大量lζ

輸入され， 10年には全輸入額の12%を， 11年iとは 7%, 12年lζは21%を占め

ている。つづいて塩も重要輸入品であった。その比率は5～10%を，さらに

砂糖が6～11%を占めていた。

次iζ輸出品構成について目を転じると，新潟県の輸出の最大品は，米であ

る。その代表的輸出港である新潟港には，阿賀野川・小阿賀野川，信濃川を

経由して新潟港で出港されるものであって，中には会津産米も含まれていた

と推則ぢれるが，数量的には不明である。明治期における新潟港がわが国最

大の米移出港であった乙とは次によっても明らかである。例えば，明治12年

の新潟港の総輸出額は 256万円余であり，そのうち米は 213万余で84%を

しめている乙とも，乙の港は米移出iと限ぎられていた乙とを特徴づけるもの

である。

したがって乙の港の背後地にもっている商品供給は，おおむね稲作iζ限ら

れている乙とを知りえる。

直江津港も，新潟港同様米移出港であるが，その数量は12年で67,910石に

すぎず，背後地の米供給力の低さを示めすもので，移出額lと占める米の割合

も67%と新潟港より低い，したがって，米の他直江津港には地域の特産品が

かなり移出されたのであろうと思われる。

米の移出先は大部分が北海道向であるが，明治後期からその移出先は大都

市＝消費地へと変化していくことが表3によって明らかである。

前述のようiと「報告書Jは 新潟県の主要港として五港を掲示しているが，

海岸には更に数ケ所の地方小港があり，いづれも米の移出が僅かながらあっ

た乙とは推測される。かかる意味で，新潟港，直江津を以て米移出港として
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表・ 3 新潟産米の移出先の変化 （単位 労）

移出県 移出先 明治38～39 明治40～42 明治43～45

新 北 海 道 52 32 28 

東 示 11 15 24 

神 奈 JI I 。 3 

潟 群 ，馬 4 5 5 

長 野 29 39 30 

山 梨 8 6 

阪 神 2 

そ の 他 3 2 

合計（干石） 721 794 834 

資料：新潟県統計書 p 518頁より作成

の地位を圧倒的なものにしているのである。

かような傾向は，明治後期lζ入っても大きな変化はみられずその後，新潟港

からあらたに，石油 644,841トン，鉱油 166,677トンが輸出されはじめた

乙とは，注目してよいであろう。

(2) 秋田県の諸港と商品流通

一般に秋田県の主要港は，土崎・能代両港が重要港であり， 幕藩体制以

来西廻り海運の発展とともに「土崎湊，能代湊ともに売買出入の荷物段々と

繁昌」（4）とし、う状況を呈していた。

特に秋田藩の主要港である土崎港は，商品流通の発達にともない雄物川水

運の米の集散地として重要な役割を担っていた。 「港内狭随ト雄モ大小船舶

の150隻位ヲ碇泊スルヲ得ノレ」（5）というのが同港の港勢である。

明治期K入っても土崎港の地位は変らず秋田県の重要港としての役割を保

持した。

「諸港報告書」によって，明治10年代の秋田県の輸出入状況を検討するが，

報告書は土崎港のみの記載だけで，能代港の記載はない。

その事由を「報告書」は「当地方米穀木材ヲ産シ陸連モ亦不便ナラス」

だが「本年5月下旬市街7分火災に寵リ商家／諸牒焼失シ実際ニ就キ物品輸
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出入等ヲ審査スルヲ得ス J ためであるとしている（~それゆえ，土崎港のみの
数字だけで、しか得られない。表.4，表・ 5はそれを整理したものである。

表.4 秋田県土崎港輸入品

口D口 名 明治 10 年 明治 11 年 明治 12 年

t市 ワ 97 974ド： ワ 97 326円 ？ 97 464円

古 手
2,000箇 52 000 2,000箇 60,000 1,800箇 54,000 (30枚入）

｛申 継 10,00貫0入箇） (10 80000 8,000箆 65,600 8,000箇 72 000 

木 綿
430箇 10,230 340箇 10,200 540箇 16 200 (60反入）

塩 1 4r~o斗0入俵） 49,000 126,000俵 47 250 156,000俵 140,400 

砂 糖 ？ 44 348 ？ 53 236 ワ 67,392 

身欠鯨 1(2900丸4把入） 27,370 6 720丸 15.321 8,070丸 25.178 

鮭 ・監引 131,500本 17,390 223,000本 40,360 295.500本 43 684 

監 鱒 ワ 4,779 ワ 6 340 ？ 9,917 

蝋・蝋燭 ？ 36,900 ？ 53,672 ? 76,200 

石 油 11,00斗0入箱） ( 2 36,300 9,300箱 33,480 13,000箱 29.900 

市氏 ？ 30,201 ワ 27,513 守 34,000 

畳 表
9.300丸 9,875 8,950丸 12 520 8,600丸 14 600 (1（肱入）

鍛 g干 10,630 ？ 13 512 ？ 11 240 

梨 子
6,000箱 6,600 6,400箱 8000 7,400箱 11848 (10貫入）

其 他 39,269 53 919 60,250 

バE入J 言十 552 926 538 249 764 274 

〔資料〕 「東北諸港報告書J187-201頁ILより作成す。
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表 ・5 秋田県土崎港輸出品

名 明治 10 年 明治 11 年

131,000石 383 150P: 149,000石 484,330円

豆 6,400石 16 704 5,400石 16 470 

豆 2,4切石 9,800 2,800石 10,080 

干・鰯・干鍛 47禽貫 20 210 54禽貫 34 560 

酒 14,000樽 IO 724 16,000縛 13 280 

組 平自 IO寓貫 2,800 12寓貿 4 080 

油 キ自 14禽貫 5.740 14高賃 8,400 

其ー 他 30,416 20 214 

fコ、 言「 479.544 600,414 

〔備考〕 「東北諸港報告書」 187一201頁lとより作成す。

明治 12 年

127,000石 688,090円

5.500石 27 500 

2,150石 9 675 

40島貫 40,000 

12,000縛 18,000 

IO高貿 5,250 

12高貿 12,000 

28,490 

829,005 

輸入品構成をみると，各種の商品を輸入している乙とが明らかである。最

大のものは綿古手・伸継・木綿等の衣類関係が全輸入額の30～40%を占め，

次いで塩9～18%，砂糖8%，北海道からの水産物（身欠鯨・塩鮭） 10%, 

蝋6～10%，石油 6~ぢ，紙 5 ~ちなどである。

明治30年代iζ入ると輸入構成の大きな変化はみられないが， 第一の輸入品

は，塩10%，酒 1.8 9ぢ，大豆小豆 0.26 %と食料品関係の輸入が増加してき

ている点が，注目される。

次K，輸出品構成lζついてみると，輸出に占める割合は米が各年度とも80

%を占め輸出品の中でも高い比率をしめ，鰯干頬が59ぢ，大豆小豆約4～5

9ぢである。乙れによっていえる乙とは新潟港と同様に土崎港は米の移出港で

あったといえる。ちなみ秋田県の米の生産高iζ占める，土崎港の輸出割合を

示したのが表・ 6である。

さて，明治後期になると鉄道の開通及び舟運の衰退は土崎港の輸出入僑成

iζ大きな変化を与えた。例えば，「秋田県統計書 （明治30年）」をみると，輸

出量及び輸出額の最大のものは，銅で全輸出額の639ぢを占め，各年最大移出
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表.6：；米の輸出高と生産高

比分百土崎港米輸出高秋田県米生産高

〔備考〕生産高は第二統計年鏡による明治14年の数字，それ以前は国別生産高である

ので採用できない。

輸出高は前掲第19表の明治10,11, 12年の平均値。

16.4 137,333石835,168石

を占めていた米は約 26.5% 材木2.16%と大きく減少している。

乙のような結果は，かつて河川に沿って土崎港lと集散された米が，流域の

各駅から河川とは逆の方向iζ鉄道によって輸送された結果で、ある。

日本銀行秋田支店の大正10年「秋田米K関その状況を年次は後iとなるが，

する調査」はつぶさに記載している。「従来船運／便ニ依lリ土崎ニ集中セノレ米

穀ノ大部分ハ直接鉄道ニ依リ輸送セラノレルニ至リ，県南地方ニテハ湯沢・十

文字・横手・大曲／各駅ヨ リ直接東京方面又ハ北海道ニ輸送セラ／レルニ至レ

リflと輸送手段が鉄道に移行した事実を指摘している。

表・ 7：秋田県の鉄道開通後の米
の移出変化

前述のように，米の移出低下とは反対

に銅の輸出伸張はめざましく同県の小坂

の
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土崎港をその輸出港とした。また木材Iζ

ついても高い比率を占めている点は見逃

せない。秋田杉をはじめその他の木材は

I話路

主lζ能代港を中心に輸出された。

こうして明治30年代K入るとむしろ明
治
四
－
二
年

明
治
四
二
年

明
治
凶

一
平

明
治
三
八
年

明
治
ゴ
一
六
年

明
治
三
三
年

明
治
三
二
年 能代港の輸出入比率は急増してくるので

ζの影響は，前述のようK，奥

羽線の開通が大きく土崎港の輸出入構成

を減退させた乙とを示めす事例ではない

ある。奥羽線開通前後の米の移出量変化
明治27年の港湾移出hl110.619石を
100としてJ旨数化した。＊HI線はザ占ii'）移
出i止，太線は鉄道輸送L止の指数。
（「秋111県統計書」により作成）
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表.8 明治39年港名別輸出入額 かと思われる。

港名 輸入額 輸出額

能代 1,849.328 4 520 366 

船 JI[ 709.706 343 577 

土崎 2 833 923 2,295,069 

古 雪 217,842 648 070 

その他 1l1 798 222 118 

合計 5,722 597 8,029.200 

資料 大日本港湾統計より作成 328頁

(3) 山形県の諸港と商品流通

山形県の主要港は酒田港と加茂港であるが 「報告書Jは酒田港のみを掲

載している。

酒田港について「報告書」は次のようK指摘している。 「酒田港ノ、最上川

／海ニ人ル所ニシテ西北方ニ面シ港内深サ凡ー丈二尺及至ー丈二尺及至一丈

八尺巨船碇繋ス可シ」と。

かなりの港勢である乙とが知れる。

周知のように，酒田港は幕藩体制社会以来， 裏日本の唯一の物資集散地と

して， 最上川水運iζ依存し，内陸水運との河口という利便もあり一大発展を

とげた乙とは良く知られている。ω

酒田港の細かい動きを一々迫う乙とは省略するが，殖産興業政策の遂行の

中での全国的連総機構の確立の一環として最上川舟運はさらに発展し，酒田

港の発展をももたらせた。

明治22年iとは，大石田～清川聞には蒸汽船が就航し， 24年iζは酒田港iζ貨

物廻漕問屋組合が設立されるなど， ζうした動きは，明治34年奥羽本線が山

形iと達し，最上JI!と平行して走るまで続いた0 ~» 
乙のように明治前期からの酒田港の商品流通の発達は，かような輸送体系

を基盤に発展した。

では，酒田港の商品流通はどのようであったのであろうか，明治10年代の
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山形県港別輸出入額によってみてお乙う。

表.9は， 「第二統計年鑑JILよって港別輸出入額を整理したものである。

表・ 9：明治13年山形県港別輸出入額 （明治39年）

j答名 輸出額 主要輸出品 輸入高 主婆輸入品 輸出額 輸入傾

円 円 円 円

j薗田i巷 1,267,614 米、酒 671, 777 監、繰綿、鮭類 2,477,769 1,200,843 

賀茂滋， 241,822 米、j語、 j由 136,025 監、砂糖、繰綿 531,630 147,700 

其 f也
4,247 2 108 

2カ所
192 000 95,476 

合計 1,513,683 809 910 3,201,399 1,444,019 

［術者）「第二払f十年鑑」 202頁による。 ー 大日本港港統計 一

表 .9 をみると， 明治10年代の酒田港は，山形県の全輸出額の83 ~ぢ，輸入額

82~ちをしめ，その比率は，明治後期において輸出額77% ，輸入額80必と a 唯一

の移出港である酒田港の輸出額比率は減少している。これは， 交通革命，す

なわち，鉄道の開通によるものであって，大きく内陸経済圏を変化させ，そ

の結果， 加茂，酒田港経由の商品流通体系IL影響を与えたのである。

加茂港においては，その影響は酒田港より大きく，同港とつながりのあっ

た大山（鶴岡市） 等は，移出米 27,600石のうち84勿が東京へ向け鉄道輸送
ω 

という形態をとるようになった。

次lζ，酒田港の輸出入構成についてみてお乙う。

表 ・10は，明治10年の酒田港の商品別輸出入構成を「報告書」から整理し

たものである。

輸出品は，第ーに米（80～85%）がかなり大きな比重を占め，つづいて酒

ClH幻，大豆（4 %）その他，小豆，醤油などである。

輸入品構成iζ目を転じると 輸入品の最大なものは身欠練，鮭塩引，数の

子，干鮮などの水産物が，輸入総額の60%を占め，その他， 塩10 ~ぢ，繰綿 8

9ぢ，砂糖 5%が主なものであった。

以上の乙とから，酒田港は，輸出品は米を主体としそれらの大部分を北海道

へ（表・ 12参照），輸入品は水産物を，という商品輸出入構成を示めす港湾
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表・ 10：山形県酒田港輸入額

品名 明 r台 11 年 H月 r台 12 年

円 Pl 

皿臣~ 45,232石 3636,185 53,220石 50 559 

砂糖 219,169斤 17,438 231,020斤 20,926 

耕i 14,406貫 12,057 18,250U 16,425 

木線 11, 917反 8 342 18,600反 14 880 

繰~~＼ 21,562貫 28 030 32,060賞 78,090 

古手 5,430賞 5,845 6 ,350l'l: 7,620 

半紙 3,055〆 4 178 5 050〆 7,575 

封、 20,020箇 4,410 15,600賞 3,432 

陶器 3,942箇 3,059 4,380貫 6,570 

身紋1車
45,599箇

86,524 50,339箇
100,678 

( 1箇＝20束） 10,680 

生自京 831'100本 20, 777 530' 100本 65, 168 

鮭監引 447,850本 53 ,742 501,300本 9,624 

鱒監引 498,880本 9,977 458,310本 9,624 

節子
3 ,223樽

9 027 3,783樽 10,731 
( 9貫入）

数ノ子 57,654賞 16, 143 50,098貫 14,779 

干鱈 36,560貫 14,624 35,050貫 1 14, 721 

19,522 19,516 

合合計 349 880 451,964 

山形県酒田港輸出品

品名 H月 治 11 年 日月 r台 12 年

l斗 Pl 

米 119.、372石 494,629 108,391石 650,482 

j函 14,127 ,, 84,765 6,353,,. 50,824 

大豆 5,456,,. 14,025 5 ,330 ,, 22,506 

小 豆 1, 923 ,, 5,295 1,852 ,, 8,336 

終；油 170 ,, 1 360 183ク 1,830 

合計 600,074 733,978 

［備考〕 r w:~tmi'.~報告書」 17l - l 78Jlにより作成す。
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表・ 11：：米・大豆・酒の輸出高と生産高（酒田港）

J" ロ 名 山形県生産高 山形県酒田i巷輸出店 百 万 比分

米 755,332石 113 ,882石 15.1 

大 豆 68, 941 '' 5 '393 ,, 7.1 

J酉 94,134,,, 10,240 ,, 10.8 

［備考］生産高はいずれも第二統計年鑑によるlljj治14年の数字。

輸出荷はiillflJ;j¥22表のIi年12年の1カ年平問他。

表・ 12：明治12年酒田港の北海道向け輸出高

ロ＂ロ 名 全輸 出高 北海道向輸出高 百 分 上ヒ

米 108,391石 39,413石 36.4 

i酉 6,353,,, 5 ,883 ,, 92.6 

大 豆 5 330,,, 4Eト 9.0 

豆 1,852 ,, 385 ,, 20.8 

4書 j出 183 ,, 180,,, 100.0 

［備考｝ r東北ir.i在報告」fJ169-171.ITにより作成－jo

(4) 青森県の諸港と商品流通

「報告書Jは，青森県の項において，青森，深浦，鯵ケ沢，十三，野辺地，

大湊，川内，大間，鮫，湊，大畑の11港を掲示している。 （小稿においては，

青森港のみを取上げた）乙のように調査港が多い乙とは北海道K近く港湾立

地としても充分可能なものであったと推察される。主要港である青森港も報

告書の指摘にあるように「北方ニ面シ全ク一大港湾ノ船舶ヲ碇泊ス可キ所ナ

リ，海岸ヨ リニ百間以内，深サ凡四丈二尺及五丈四尺アリ」しかも「県庁所

在地ニシテ近傍多ク米穀ヲ産シ輸出入年々増加Jし，その内「北海道へ輸出

品ハ鑑縄／額ヲ以テ最要卜スJと述べている乙とによっても知り得る 0 ~場
さて，然らば，青森県の各港における明治前期と後期の輸出入総額はどう
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であったのか。

「報告書」によって，整理したものが表・ 13である。

表・13：青森県港別輸出入額

明治IO司 llllit;Jlll' 明治 I2年 明治30年 明治39年
港 名

輸出額 輸入額 輸出額 輸入額 輸出額 輸入額 輸出額 始入額 輸出額 輸入瓢

Pl 円 ドl l'I l'I ドl VI 111 円 ドl

l'I 森 206.624116.228 257 .065 227 .289 453.658 399 ,832 26.199.184 31.746,091 1 09~0.808 10.498.222 

深 i11i 6,262 8.947 10.000 9.143 14 .417 11.262 25. 380 19.328 15,000 6,270 

鯵ケィ日 69,614 66.218 101,552 72 .028 104 .999 131.249 138,555 28.842 120.624 33 ,653 

サ守 1.426 841 4 ,482 1.699 31 ,383 3‘518 95、676 21.260 353 ,883 3,206 

野辺地 82, 118 103,810 75 ,442 104 ,413 132.646 172,542 114 .526 138,977 46 ー

大 j聾 5,638 617 2,919 1,227 6,090 3.405 15.869 110. 781 46 .107 246,147 

Iii 内 ワ ワ ワ 。7,870 8.036 33.155 47. 784 85. 700 24 ,096 

占，、 ！日l ヲ ワ ワ ? 2.914 5.624 9.210 9,800 32.039 106 .855 

78.346 63 ,264 209. 755 240. 785 211 .569 598. 758 142.585 22 ,865 

40,604 
大 知i ワ ワ ワ ? 15.505 20, 942 17 ,900 18.340 40.604 59 .008 

合 ；！十 450,028409.925 661,215 656.584 981.051 1.355.168 27 .136 .851 32,369 ,380 13.416.774 11.813.108 

［備巧］開lfi使編「東北諸港報告魯」（明治13年刊） 227-420頁により作成 ー 府県統計舎 kEI時湾統計より作成ー

乙れiζよると，明治前期の青森県の輸出入額は，青森，鯵ケ沢，野辺地，

鮫 ・湊の五港で90%近くに達している。 ちなみに，明治16年「第四統計年鑑」

も， 「報告書」と同織の港湾を抽出しており，数値lとおいても大きな相違は

ない。したがって上記五港をもって明治前期の青森県を代表する主要港であ

ったとみて差支えないと思われる。

さて，上記の港湾からは如何なる商品群が輸出入されたのであろうか。

先にも述べた「報告書」は五港の他，その他の諸港の商品別の詳細なデー

タを計上しているが，一々掲載する乙とはできないので，その点，山口教授
0$ 

が上記の数値を整理しているので，それを利用させていただき，掲示すれば

表 ・14となる。

まず，輸出商品群別lとみると，米，大豆，味噌鰯粕が主要なものである。そ

の比率は，全輸出額の50～70労を占め，なかでも米は全輸出総額の30～50~ぢ

を占め，その大半が北海道向けである。ちなみに，明治10年を例にとると 6



明治期le於ける港湾事情と商品流通 137 

表.14：青森県輸入品

品包 i明 治 10 治 11 llJI if; 12 

円 Pl ドl
本綿~服 192.165反 99. 765 282. 770反 193.729 536.555tx 413 860 

古手
1.560箇

25.834 2.812簡 52 446 3,501 ilil 102 ,536 
(l箇－40枚）

fql 継
2.446箇

18,902 3,512簡 29 .402 5.306箇 48.057 
(I箇－10賞）

綿 ? 24 .534 ヲ 25 ,034 ワ 54 686 
綿綿 ヲ 4 .154 ? 7 .261 ? 10.231 

西洋 1.618反l 5,586 5.四反） 29 .272 64 247 

"" Ill< 
47筒 284筒 535節

洋紙、 3叩）
67箇

1.827 78筒 5,257 207節 20. 200 

監
82,212(1< 

24 .640 65. 732「1< 29.107 65. 776（占 45,562 
(l依－12貫入）

臼 40.372斤 l 白 56 .263斤 l 「l 183. 79511' I 

砂梢
玉 249,096'' f 

16,939 
玉 188.994斤 i

29,851 玉 422.4261千i
85. 536 

誕 2001i 黒 994箇 持品 2.676箇

焚込 300斤 1 焚込 4 .200Jr I 古老込 22 ,400斤 i

身蝕鯨
13. 737本

31.207 12.419本 24 ,838 18.689本 44 974 
(I本－24犯人）

llii u 94 ,923本 15‘912 141,890本 23,514 147 .058本 31 .121 

監鱒 205,176本 I l、134 158,229本 9,414 181 178本 13.642 

半紙 l、644筒 i
(I筒－6l'O

半紙 1.265箇 l
半紙 2. 717筒 i

中保紙 804箇
中i呆紙 9511苗

中保紙 680ilil 

紙
(I i富－4賞）｝

22 .664 半切紙 105箇 1 19,845 
ード切紙 182簡｝

32 .833 
半切紙 92簡

美浪紙 拘束
ii~紙 20本

(I箇－ 1瓜枚）
｛出過紙 30)1( I 英混紙 66束

波紙 15本 仙過紙 20Jli I 

美漫紙 120束 1

国分 107箱 l 国分 268符 l
国分 153符！

阿波粉 553箱
煙草 阿波粉 1292箱） 9, 170 阿波粉 1037符｝ 9,588 

2336.百l
24 .516 

刻I主 216箱 1 刻民 25U百！
煙草

事lj民 593利 l

lt fl血 97 ,657 168,026 363,167 

合計 409,925 656,584 1,355 168 

（備考］ r東北諸港報告轡」 227-420~（により作成i 0 

青森県輸出品

品名 明 治 10 日月 治 II 年 ii/I 治 12 年

円 円 円

米 67. 734石 224 ,963 57 ,289石 281,835 39.239石 278.012 

大豆 20.189石 61,530 29.162石 101,589 18.256石 74.356 

味噌 199,952口 20 .422 207. 974'1'.t 21. 920 375,674fl: 57、760

8本 l
2.440lt I 11.8651'.t I 

鮒粕
I ,690~t f 

3 37 ,346 3,100石｝ 72 ,865 3.930石｝ 122 ,538 
3,430石

34 ,521(1< I 8,688（世 l
26, 709f占1

5,018束 l 4,05ll車i 90.203)1( I 

弓ニ ’雪 3.6601~ f 3.134 2,0COJt f 1,151 1.soort f 66.179 

I. 782f：世1 72箇 l 5箇｝

切昆布 5651困 1,985 27 .197箇 19,986 I0.049東 9, 771 

37ij抗 l
同日海鼠 12.980斤 4 ,594 17 ,523斤 7 ,040 18.930本｝ 17 .002 

2, 70日斤｝

慈 23 ,489束 5, 752 52.125束 13,442 155,301)1( 61, 736 

3高純 94. 727:1t 2. 761 52 .8287t 3,211 104 ,544Jt 12.268 

漆 169ltl 5,823 437ltl 19.200 453柿 38,665 

日古 6.262U 1.191 22,083tt 5,636 34. 760貧 II .484 

材木 ワ 4 .365 ? 5,577 ワ 24 ,892 

其他 76 162 107 763 206.388 

合計 450,028 661 215 981,051 
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万 7,00 0 石に達し，全体の90~ちに及んでいる。

次に輸入品であるが，各種の物資が商品として輸入されていた乙とが明ら

かである。

主要品は，木綿，呉服，古手・綿，西洋呉服など衣料品をはじめとし，塩，

身欠鯨，塩鮭，塩鱒などの水産物であった。

明治10年の比率をみると衣料品績の輸入額は449ぢ，北海道からの水産物14

%，塩69ぢであった。

以上で明らかなようK，青森県の港諸は，北海道lζ近い関係から，北海道

との交易iと占める比重は大きく，取引の盛んな乙とを窺わせる。明治中，後

期lζ人ると，交通機関の発達は，同港をして輸出入総額を増加ぢせる現象を

生みだしている。

一般に，鉄道の開通は，港湾lζ大きなインパクトを与えるが，むしろ青森

港は県内小港の衰退が，青森港lζ物資の集散をもたらし，輸出入の増大とい

う現象を呈したと思われる。

同時に北海道への唯一の連絡港というターミナノレとして，当然港湾機能の

鉱大と港湾整備を急務としたと見てよいと思われる。

以上， 青森港の場合について概観したが，明治前期，後期を通じて青森港

のはたした役割は大きし、。中でも内国貿易の飛躍的な発展は，青森港を一層

重要なものにしたといえる。

（紙幅の都合で，岩手県，宮城県，茨城県の事例の報告を割愛させていただきます。

編集委員会〉

注 (1) 新潟市史編纂会「新潟市史」 2巻を参照せよ。

(2) 閉拓佼編「東北諸港報告書」 P123。「渋沢栄一伝記資料 ｜第17巻P672～5

(3) 新潟商業会議所編「新潟商業会議所報告」 p40～50 

(4) 今村義孝「土崎湊小宿文書IZ::ついてJ秋大史学14号

(5) 開拓使編「前掲書」p425 

(6) 開拓使編「前掲書Jp 428 

(7) 日本銀行編「日本金融史資料」明治大正編12巻p321 

(8）体系日本史叢宮古島敏雄「産業史凹」 p371～72 

(9) 関拓使編「前掲書Jp 170～178 
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00) 東北史学会「酒田商人の研究J （「東北水運史の研究所収」 ）p 26～30 

(11) 山川出版会編 「流域をたどる歴史」第2巻 Pl06～1 11 

(12）斉藤正一・佐藤誠朗「大山町史Jp 50～70 

(]3）開拓使編「前掲書」 P230

(14) 「第四統計年鑑」 P262～263

(15) 山口和雄 「明治前期の経済分析JPl46～147 

5. おわりに

東北諸港報告書から見た港湾事情と商品流通の実態を，明治期の港湾の展

開過程から分析する作業をすすめてきたが，明治20年代までの圏内経済の展

開は，総じて，生産地と消費地を結ぶという商品流通網の形成であった。

しかし，すでに検討してきた諸点をふまえ港湾がもっ本質的な役割を史的

考察の中でどのように，また当時の商品流通構造の中で，どのような相互関

係をもち変化していったかを，みると三つの要因があると考えられる。

第一は，和船から蒸汽船への転換，第二は内陸水運の衰退，第三は，鉄道

の開通である。

以上の要因はいづれも，港湾が展開から何がしかの要因によって衰退，な

いし消滅した現象である。

なかでも，商品流通に決定的な影響を与えたのは鉄道の開通である。

一般に鉄道の発達の画期は，明治30～40年におかれるが，東北諸港の港湾

も，奥羽線及び，東北線の開通は，港湾経由の，物資輸送を大きく変化させ

鉄道へと移行する形態をとった。

すでに事例でも触れたようK，米穀移出を主体とした港湾の影響は特κ大

きいものである。また幕藩体制から盛んであった舟運の衰退も東北諸港K大

きく影響を与えたといってよい。特iζ河川依存型港湾はそのインパクトが大

きいといえる。

乙のようiζみると，明治期の港湾の発達はむしろ停滞的にみられがちであ

るが，明治30年代からの産業発展は内陸地域の諸産業を発展させ，港湾の後

背地の拡大とともに，衰退から発展へ，という型を生みだした事例も多く見

られる。
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然らば明治期を通じての東北諸港の港湾の実態はどのようであったのであ

ろうか。

東北諸港の多くは，米穀移出を主体とした河川依存型港湾であるとともに

むしろ全体的に港湾の近代化に脱皮するのが遅れた港湾が多かったと見る乙

とができるのではなかろうかと思われる。

（附記） 本稿は港湾産業研究会Kて報告したものに加筆・訂正を加えたも

のである。その際多くの諸先生からと教示いただいたが，中でも北

見俊郎先生lζは多くの御助言を受けた。

また，資料その他の面では，麻生平八郎先生，山口和雄先生iζ御教

示いただいてた。記して謝意を表したいと思います。


